
 
 

 

 

去る平成 19 年 9 月 26 日（水）に、福岡市薬院にて、第 1 回風景デザイン

サロンを開催しました。 

●講 師 ：熊本大学大学院 星野 裕司 准教授 

●テーマ ：場所の見方・捉え方とデザインの方向づけ 

●開催時間・場所：18：30～21：00／ＩＣＯＮＥ（福岡市薬院） 

●参加人数：24 名 

第 1 回目のサロンは、星野先生のお酒とタバコでリラックスされた雰囲気の

中での講演で、顔を赤らめた参加者から活発な質問もあり、アッという間の 2

時間半でした。 

星野先生からは、「場所の見方・捉え方とデザインの方向づけ」について、加

久藤トンネルと日野川橋詰めのデザイン事例を紹介しつつ、フランキーなご教示

がありました。 

 

 

１．デザインの立脚点について                     

デザインを考察する際、プロジェクト毎に思考するのも良いが、「モノ・

場所・プロセス・ヒト（ユーザーの視点等）」を、チャート（“モノ”を頂点

にした、正三角形の四面体）で考えると興味深いものとなる（右図参照）。 

２．加久藤トンネルのデザイン                                   

1） 外部空間における大きな考え方は、全体トンネル群のゲートとしての位置づけ、空間としての坑口デザイ

ン、およびトンネル出入口の空間構成について、配慮を行っている。 

2） えびの側の坑口デザインは、原案では上下線の坑口を並列に配置した形となっていたが、デザイン案では、

上下線それぞれ地形に合せ、下り線を 30ｍ前出した案となっており、下り線出口のデザインに配慮する

ことによって、上り線が良く出来ないか景観検討を行った。 

3） トンネルの内部空間では、検査路の高さを縁石高に押さえ、柵をなくすことにより、ドライバーの圧迫感

を軽減している。また、下り線では、アクセント照明（坑口付近 1ｋｍ毎に、茶・緑・水色・紫色の照明

灯）を設置し、軽快さを出している。 

３．日野川橋詰めのデザイン                                    

1） 当初、長崎県県北振興局では、修景は橋梁付属物（高欄・親柱・化粧板）で工夫するものと考えていた。

しかし、本来の修景は、群として存在する３橋梁周辺の人の動き、空間のまとまりで考える必要があった。 

2） そこで、人（こども）の動きを整理し、道草の場所となるよう、動線計画を立案した。こどもは、縁石の

上など、“縁”に上るのが好きであり、こどもをメインに考えた。 

４．「場所の見方・捉え方とデザインの方向づけ」のまとめ                       

1） デザインの方向づけは、与えられた課題に対して、改めて問題提起し取

り組む必要がある。 

2） そのためには、現場へ行き、敷地範囲を無視してでも、場所を広げてみ

る必要がある。そして、その中で、まとまりや組み合わせ（構造）を見

定める必要がある。 

3） また、デザインの方向づけを検討する時、地図（図面）をよく見る必要

があり、構造の模式図（ポンチ絵）をたくさん描くことが重要である。

しかし、デザインする際、少しはあきらめることも必要である。なお、

地図や模型は、1/1,000 からが取り組み易い。 

4） 「みえてはいるが誰もみていないものを みえるようにするのが、詩だ」

という、先哲の言葉を贈ります。 

 

 

星野先生のご講演の後、少し、お酒も入ったところで自由な意見交換をし

ました。 

コンサルタントのメンバーや、学生さんから、現場での悩みや常日頃思っ

ていたこと等がざっくばらんな雰囲気の中で星野先生にぶつけられました。

主な質疑応答は以下のとおりです。 

星野です。よろしく！

デザインの位置づけは、チャートで考えよう！

与えられた課題は、問題提起しよう！

第 1 回風景デザインサロンの実施状況 

講演内容の骨子 

自由な質疑応答 



 
 

 

1）（質問）トンネルの内部には、光沢のある白いタイルを貼ることは、設計で決められているのでしょうか？ 
（回答）トンネル内部のタイルの高さや白色系にすることは、基準で決められており、なるべく明るくしなさいとい

うことですが、少し白すぎるとは思います。 
2）（質問）経済効率上、トンネル延長を延ばすことは、難しいと思われますが？ 

（回答）デザイン面からの必然性で、事務所所長も納得済みの上で、設計を実施しております。 
3）（質問）トンネル検討において、委員会を立ち上げたということですが、その効果はあったのでしょうか？ 

（回答）委員会というよりは、勉強会の場をつくって頂いたということで、提案しあって進めていった、ということ
に価値があったかと思います。例えば、交通心理学の専門家も交え、照明について実験を行いながら
進めていくことも出来ました。 

4）（質問）熊本の新幹線駅舎のデザインは、「場所の見方・捉え方」の観点等を考慮し、どの様になるのでしょう
か？ 

（回答）駅舎そのものを見る人は少ないと思っており、一つは車窓体験（駅を通り過ぎる人）の視点と、一つは
東口と西口で地形が相違する景観において、外側から発想することで、内側の使いやすさも変わってく
ると思います。 

5）（質問）自然に馴染ませた、人の手が入っていない様に見せる青森の海岸デザインと、人工的なトンネルの坑
口デザインは、逆に人工的な海岸デザインと、人の手が入っていない様に見せる坑口デザインもあり
得ますが、その使い分けは何処で決めたらよいでしょうか？ 

（回答）基本的には、本当に自然なものは出来ないと思っておりますので、素材が何であろうと人工物であるこ
とを意識して作っています。只、自然が勝手に人工物を馴染ませる、自然へ変更させる、ということがあ
ると思いますので、自然が健康である余地を残しておくことが大事だと思います。 

6）（質問）広場をデザインする場合、「広場ってなんだろう」と問い直し、使ってくれる人のことを考えることも必要
ですが、「場所の見方」で、最初にどの地図から見ていったら良いでしょうか？ 

（回答）仲間先生の話から 1/25,000 から見ようとは思いますが、役所からは、その設計範囲の図面しか貰えな
いので、都市計画図とか範囲の広い図面を要求しています。模型は、1/1,000 から検討するのが良い
ようです。 

7）（質問）橋詰め広場のデザインにおいて、広場と合せた親柱のデザインと、広場から川へ下りるデザインの考
え方をお教え下さい。 

（回答）親柱のデザインについては、人が広場全体を眺めてもらえるよう、小さくしてセットバックさせました。造
形的には、広場に斜めの線が多いので、斜形のデザインを施しました。川への下り方ですが、広場の
真ん中付近を一番高くしており、両脇から入ってもらい、階段状の箇所では座ってもらえるようにしまし
た。また、背後には、交通量の多い道路があるので、安心感がでるよう、道路と仕切ったようなデザイン
にしました。さらに、ＨＷＬ以下では、仕上げは石張りにし、安全性に多少配慮しました。 

8）（質問）河辺に柵を立てるとかの議論はありませんでしたか？ 
（回答）ありましたが、勾配が緩いのとＨＷＬの余裕高から人が入れるデザインなので、問題ありませんでした。 

9）（質問）樹木の種類と、照明灯はあるのでしょうか？ 
（回答）樹木は、佐世保市の木であるハナミズキと 1 本のみ橋の名前からシイノキを植えており、視線を演出す

るように配植しております。照明灯は、未だ保留にしております。 
10）（質問）デザインの取りかかりで、住民参加手法を用いたりしますが、場所を見て、地図をみて、模型を作ると

いうプロセス以外に、デザインの取りかかりは、どのように探されますか？ 
（回答）島原の有馬通りのデザインでは、地元の人（子供達やおばちゃん等）と話しをすることから発想しまし

た。まさしく、手法として、住民参加やワークショップ等があると思います。 
11）（質問）場所をどう見ていくかという点で、“九州”は意識されておられますか？ あるとすれば、どのようなこと

でしょうか？ 
（回答）加久藤トンネルの場合でも、“九州らしさ”は特に考えておりません。“らしさ”は、10 年 20 年、使われて

きて出るものと思っており、私の場合、それを主題として考えません。自然とか地形とか、場所をみます。
“らしさ”は演出するものではなく、作っていくもの、発見していくものと考えます。 

 

 

次回サロンの予定は、次のとおりですので、皆さん奮ってご参加下さい。 

●講 師 ：徳永哲氏（㈱ＳＴ環境設計研究所取締役社長） 

●テーマ ：景観デザインやまちづくりに関わる仕事 

●開催日時：平成 19 年 10 月 26 日（金）18：30 から 2 時間程度 

●開催場所：ＩＣＯＮＥ（福岡市薬院一丁目）予定 

 

参加者の質問も白熱です！

次回の予定 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


